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９月９日（火）、福島県家庭教育応援企業に登録していただいている「株式会社 会津工場」で只見中学校の

生徒が職場体験を行いましたので、その様子を取材しました。 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育応援企業の取組として、「職場見学・体験の実施」があります。「従業員の子供に、親が働く姿

を見せたり、親の仕事を体験させたりする。」「地域の子供たちに、従業員が働く姿を見せたり、仕事を体

験させたりする。」ことで、親子の会話や子供のキャリア教育につながっていきます。 

こちらのQRコードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

会津工場では、「Hプロセス工法」という独自の技術を使って鋳物を

製造しています。製造された自動車部品は世界のメーカーで採用され

ています。 

当日は、その部品を輸送するために使用するダンボール箱の組み立

てを体験している生徒の様子を見せていただきました。 
 

＜只見中学校生徒に聞きました＞ 
「体験先に選んだ理由は？」 

 ものづくり、機械に興味があったので、金属加工をしている会津

工場を体験先に選びました。 
 

「体験してみて感じたことは？」 

 出荷に使う箱を作りましたが、箱の出来栄えが会社のイメージに

もつながっているということが分かりました。慣れていなくて難し

いけれど、きれいに作れるよう頑張りました。 
 

「学んだことはありますか？」 

 独自の工法は最先端で、地域の雇用も支えられていることが分か

りました。地域にこのような工場があることが誇らしいです。 

株式会社 会津工場 

永洸建設株式会社 

只見町の永洸建設株式会社では、 

従業員の家庭において、子供の早寝 

・早起き・朝ごはんを働きかけたり、 

親が学校行事に参加することができ 

るように働きかけたりするなど、家庭教育を推進していただい

ています。 

また、地域の子供たちへのキャリア教育も大切にされていま

す。福島県の事業である「建設現場見学会」では、建設現場の解

説や体験に講師として関わり、親子で一緒に学ぶ機会の充実に

寄与していただきました。 


